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表紙の写真

特急やくも号
新型車両デビュー

　県西部と岡山県を繋
ぐ、特急やくも号の新型
車両が、令和６年４月６
日から運行開始となりま
した。
　特急やくも号は、新型
コロナウイルス感染症の
影響で平日（月～木）の
ダイヤが３往復減便さ
れていましたが、３月の
ダイヤ改正により、全日
とも以前の運行本数に
復活しました。
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令和６年２月定例会
（2024）

　開会日の２月21日に、平井知事から、総額3,604億円余の令和６年度鳥取県一
般会計予算など70議案が提案されました。また３月11日に、委員の選任など11
議案が追加提案されました。
　代表質問は鳥取県議会自由民主党と会派民主の２会派が行い、一般質問には22
名の議員が登壇。県政の諸課題について知事らと活発な議論を展開しました。

 議決の状況 
【知事提出議案】
　◎予 算 議 案　≪可決33件≫　　　◎条 例 議 案　≪可決21件≫
　◎人 事 議 案　≪同意11件≫　　　◎その他議案　≪可決16件≫

【議員提出議案】
　◎条　　　例　≪可決１件≫　　　◎会 議 規 則　≪可決１件≫

【陳　　　　情】　≪不採択５件≫

２月定例会の概要    （２月21日～３月22日）

とっとり
県議会だより

内装（セミコンパートメント）内装（セミコンパートメント）
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能
登
半
島
で
の
震
災
を
教
訓
に

問
元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
道

路
損
壊
や
液
状
化
な
ど
半
島
部
の
災
害

脆
弱
性
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
港
湾
な

ど
沿
岸
部
は
海
底
隆
起
で
接
岸
で
き

ず
、
中
山
間
地
域
で
高
齢
者
が
多
い
た

め
自
助
・
共
助
が
十
分
機
能
せ
ず
、
人

命
救
助
や
支
援
物
資
輸
送
に
も
支
障
が

あ
り
、
必
要
な
避
難
所
の
設
置
も
遅
れ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
び
の
災
害
特
性

を
踏
ま
え
て
本
県
の
災
害
対
策
に
ど
う

反
映
し
て
い
く
の
か
。

答
道
路
の
寸
断
で
孤
立
集
落
が
多
数

発
生
し
７
万
棟
近
い
家
屋
被
害
や
10
万

世
帯
を
超
え
る
断
水
も
あ
っ
た
。
亡
く

な
っ
た
方
は
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
よ

る
圧
死
や
低
体
温
症
が
多
く
、
初
動
で

早
く
人
命
救
助
に
入
る
こ
と
が
重
要
。

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
被
害

情
報
を
地
図
と
時
間
経
過
で
把
握
し
な

島
谷
　
龍
司 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

が
い
者
な
ど
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
福
祉
の
課
題
に
対
し

て
包
括
的
・
重
層
的
に
新
た
な
発
想
で

取
り
組
も
う
と
す
る
考
え
方
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
。
試
行
錯
誤
は
あ
る
が
絆
の
力

を
再
構
成
す
る
よ
う
新
年
度
に
向
け
て

更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問
鳥
取
県
教
育
振
興
基
本
計
画
の
改

定
に
取
り
組
ま
れ
る
上
で
の
思
い
は
。

答
（
教
育
長
）
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
や
自
然
災
害
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
自
分
や
他
者
の
命
を
大
切
に
、
違

い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
学
び
の
充
実
を
理
念
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
鳥
取
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
続
け
る
人
材
を
育
む
教
育
行
政
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
鳥
取
県
警
察
70
年
の
歩
み
は
警
察

職
員
の
崇
高
な
理
念
と
行
動
で
県
民
の

安
全
・
安
心
を
念
頭
に
治
安
維
持
の
た

め
取
り
組
ま
れ
た
歴
史
。
県
民
の
期
待

に
応
え
る
警
察
に
向
け
た
思
い
は
。

答
（
警
察
本
部
長
）
現
状
、
刑
法
犯

認
知
件
数
が
３
年
連
続
、
交
通
事
故
件

数
は
19
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
ほ
か
、
令

和
５
年
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
件
数
・
額

と
も
過
去
最
多
で
大
変
深
刻
。
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
県
民
の
理
解
・

協
力
を
得
な
が
ら
警
察
の
責
務
を
果
た

す
よ
う
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た

い
。

問
鳥
取
港
は
国
の
重
要
港
湾
で
あ
り

災
害
有
事
に
海
上
輸
送
の
受
入
港
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
整
備
・
利
活
用
を
図

る
べ
き
。
ま
た
、「
海う

み

業ぎ
ょ
う

」
の
取
組
展

開
に
よ
る
漁
港
振
興
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
鳥
取
港
は
３
号
岸
壁
が
耐
震
化
さ

れ
山
陰
近
畿
道
の
将
来
的
な
延
伸
を
含

め
物
資
輸
送
の
機
動
性
を
増
す
位
置
に

あ
る
。
内
航
路
を
端
緒
に
利
用
者
の
組

織
化
な
ど
貨
物
集
約
に
取
り
組
む
。「
海

業
」
は
漁
業
や
観
光
な
ど
多
角
展
開
に

よ
る
漁
村
振
興
策
で
「
か
ろ
い
ち
」
や

「
わ
っ
た
い
な
」
な
ど
商
業
集
積
し
て

き
た
賀
露
西
浜
地
区
が
ま
さ
に
モ
デ
ル

例
。
更
な
る
横
展
開
も
応
援
し
た
い
。

問
来
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
を

念
頭
に
関
西
圏
と
本
県
を
結
ぶ
交
通
網

の
整
備
や
観
光
・
商
工
・
農
林
水
産
業

と
連
携
し
た
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
関

西
本
部
の
機
能
強
化
を
図
る
べ
き
。

答
大
阪
・
関
西
万
博
は
国
内
外
か
ら

３
千
万
人
の
来
訪
が
見
込
ま
れ
、
そ
こ

か
ら
い
か
に
本
県
に
お
連
れ
す
る
か
が

課
題
。
関
西
本
部
を
組
織
改
正
し
て
て

こ
入
れ
し
、
観
光
・
情
報
発
信
は
も
と

よ
り
移
住
促
進
に
も
重
き
を
置
く
。

が
ら
救
援
・
捜
索
で
き
る
態
勢
を
構
築

し
た
い
。
東
中
西
の
防
災
拠
点
に
加
え

北
栄
町
に
後
方
支
援
拠
点
を
つ
く
る
発

想
や
、
災
害
対
策
本
部
の
ほ
か
に
国
・

市
町
村
、
自
衛
隊
や
消
防
と
情
報
共
有

す
る
場
を
設
け
る
必
要
も
あ
る
。
避
難

所
で
は
衛
生
環
境
を
保
ち
な
が
ら
人
に

合
わ
せ
た
ケ
ア
体
制
の
ほ
か
、
要
支
援

者
受
入
れ
の
２
次
避
難
所
も
平
時
か
ら

確
保
す
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
手
立
て
で

避
難
を
促
し
被
災
状
態
か
ら
脱
却
し
て

い
た
だ
い
て
、
災
害
関
連
死
を
防
ぎ
た

い
。

問
国
会
で
昨
年
５
月
に
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
が
で
き
る
前
に
、
本
県
で

は
全
国
初
の
条
例
化
を
実
現
し
た
。
家

庭
環
境
な
ど
様
々
な
悩
み
や
困
難
を
抱

え
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
自
ら
拒
絶
す

る
状
況
を
生
ま
な
い
よ
う
、
家
族
を
含

め
た
一
体
的
な
支
援
が
必
要
。
県
民
へ

の
浸
透
を
図
り
、
絆
で
結
ば
れ
た
地
域

社
会
の
力
を
再
興
さ
せ
る
き
っ
か
け
に

も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
本
県
の
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
温
も

り
あ
る
支
え
愛
社
会
づ
く
り
推
進
条
例

は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
高
齢
者
、
障

県
民
の
期
待
に
応
え
る
警
察
行
政

鳥
取
港
の
利
活
用
と
圏
域
活
性
化

関
西
圏
と
の
結
び
付
き
強
化
策

孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
支
え
愛
社
会

教
育
振
興
基
本
計
画
の
改
定
方
針

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより
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能
登
地
震
の
教
訓
　
耐
震
化

問
①
県
内
の
上
水
道
基
幹
管
路
の
耐

震
化
率
は
27
％
で
、
全
国
で
下
か
ら

４
番
目
。
耐
震
化
の
促
進
が
必
要
②

２
０
０
０
年
の
仕
様
見
直
し
前
の
新
耐

震
基
準
の
住
宅
は
、
耐
震
強
度
あ
り
と

さ
れ
て
い
る
が
、今
回
多
く
倒
壊
し
た
。

同
住
宅
の
耐
震
診
断
の
呼
び
か
け
を
。

答
①
倉
吉
市
が
13
％
で
４
市
の
中
で

も
低
い
。
安
全
の
た
め
の
投
資
を
優
先

す
る
の
か
市
町
村
で
も
考
え
て
ほ
し

い
。
水
道
行
政
が
国
交
省
に
移
管
さ
れ

る
の
で
、
支
援
を
呼
び
か
け
た
い
②
旧

耐
震
基
準
住
宅
は
耐
震
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
、
新
耐
震
住
宅
は
リ
フ
ォ
ー

ム
の
際
に
、
耐
震
化
を
進
め
る
。

問
①
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
持
続
的

な
賃
上
げ
と
下
請
け
企
業
も
含
め
た
適

興
治
　
英
夫 

議
員

選
挙
区

 

倉
吉
市

代
表
質
問

会
派
民
主

答
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
歴
史
的
資
源

を
観
光
に
利
用
す
る
に
は
、
別
の
付
加

価
値
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
観

光
庁
、総
務
省
の
事
業
を
紹
介
し
た
り
、

県
に
も
文
化
財
や
観
光
の
事
業
も
あ
る

の
で
、柔
軟
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
倉
吉
市
や
地
域
住
民
と
と
も
に
、

美
術
館
を
核
と
し
た
文
化
芸
術
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
県
も
伴
走
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
倉
吉
駅
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
美
術
館
ま
で
の
道
に
フ
ラ
ッ
グ
の

掲
示
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
な
ど
、
倉
吉

市
と
連
携
し
て
美
術
館
オ
ー
プ
ン
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
エ
リ

ア
の
拡
大
を
と
ら
え
て
、
Ｊ
Ｒ
と
誘
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
美
術
館
周
辺
の
整
備
や
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
よ
る
周
遊
な
ど
、
倉
吉
市
の
文

化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
県
も
協
調

す
る
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
地
元
で

盛
り
上
げ
て
い
く
提
案
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い
く
。
誘

客
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
も
よ
く
協
議
し
、

二
次
交
通
の
バ
ス
路
線
も
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
準
備
す
る
。

問
５
年
に
１
度
の
水
張
り
ル
ー
ル
の

導
入
に
よ
り
、
令
和
９
年
ま
で
に
水
張

り
を
行
え
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、
交

付
金
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
飼
料
作

物
、
芝
、
そ
ば
な
ど
水
張
り
が
困
難
な

農
地
に
つ
い
て
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
農
水
政
務
官
に
対
し
て
、
立
ち
止

ま
っ
て
現
場
に
即
し
た
対
策
を
求
め
た

が
、
国
の
壁
は
厚
い
。
新
年
度
以
降
、

地
域
ご
と
に
ど
う
す
る
の
か
を
議
論
す

る
段
階
に
入
る
。
し
た
た
か
に
我
々
な

り
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
全
国
的
に
幼
児
教
育
学
科
を
志
す

学
生
が
減
っ
て
い
る
。
保
育
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
県
内
就
職
す
れ
ば
奨
学

金
の
返
還
を
免
除
す
る
保
育
士
修
学
資

金
に
つ
い
て
、
所
得
要
件
の
対
象
を
広

げ
、
貸
付
金
額
の
増
加
、
国
の
給
付
型

奨
学
金
と
の
併
給
を
可
能
に
す
べ
き
。

答
奨
学
金
の
見
直
し
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
。
全
面
的
に
変
え
た
方
が
い
い
。

新
年
度
の
早
い
う
ち
に
協
議
し
、
学
生

募
集
が
始
ま
る
ま
で
に
決
め
た
い
。

問
関
西
会
場
教
員
採
用
試
験
の
合
格

辞
退
者
を
減
ら
す
た
め
、
子
ど
も
の
看

護
休
暇
の
取
得
日
数
を
増
や
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
定
年
延
長
を
希
望
し
な
い

教
員
が
４
割
い
る
の
で
、
介
護
休
暇
の

取
得
年
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）
知
事
部
局
も
含
め
た

関
係
機
関
と
、
看
護
休
暇
、
介
護
休
暇

の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

切
な
価
格
転
嫁
が
必
要
。
受
発
注
者
間

で
、
労
務
費
、
運
送
料
等
の
増
加
分
を

適
正
に
価
格
転
嫁
す
る
交
渉
を
行
う
こ

と
を
、
県
と
し
て
奨
励
し
て
は
ど
う
か

②
賃
上
げ
企
業
へ
の
投
資
経
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
上
限
額
引
き
上
げ
な
ど
の

思
い
切
っ
た
対
応
が
必
要
だ
。

答
①
運
送
料
の
転
嫁
に
つ
い
て
は
、

労
使
も
含
め
て
Ｊ
Ａ
な
ど
運
送
関
係
者

と
協
議
し
、
進
め
て
い
る
。
賃
上
げ
に

つ
い
て
は
、
初
め
て
政
労
使
会
議
を
行

い
、
適
正
に
行
う
こ
と
で
理
解
を
深
め

た
。
価
格
交
渉
に
応
じ
な
い
等
の
企
業

に
対
し
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
権

限
行
使
に
期
待
す
る
②
賃
上
げ
企
業
へ

の
支
援
は
、
県
の
複
数
の
事
業
の
併
用

や
、
国
事
業
の
活
用
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
補
助
率
や
上
限
額
の
引

き
上
げ
が
で
き
る
こ
と
を
、周
知
す
る
。

問
県
指
定
文
化
財
の
倉
吉
市
の
小
川

家
は
、
文
化
財
保
存
と
と
も
に
観
光
庁

の
補
助
を
受
け
、
高
多
家
と
併
せ
て
レ

ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
予
定
だ
。
こ
の
よ
う
に
県
内
の
歴

史
的
な
建
物
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
、
県
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

水
田
活
用
交
付
金
に
つ
い
て

保
育
人
材
確
保
奨
学
金
の
充
実

教
員
の
不
足
対
策
に
つ
い
て

歴
史
的
資
源
活
用
で
観
光
振
興

県
立
美
術
館
と
文
化
観
光
振
興

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ

とっとり県議会だより
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問 ①若桜鉄道でのＳＬやＤ
Ｌ機関車実走構想への県の支
援は②人口減少下での懸念は
買物環境と医療提供。若桜鉄
道と因美線が交わる郡家駅を
八頭郡の中核拠点化してまち
づくりから課題解決しては。
答 ①八頭事務所に再設置し
た地域振興部門を中心に鉄道
旅など素材を生かした観光や
まちの振興加速化に努めたい
②郡家駅は一つのターミナル
が形成されており周辺開発計
画と結びつけて東部全体の広
域的活性化の可能性も考えら
れる。町を主体に県としても
参画できれば。

問 ①小児医療費が４月から
無料に②マリオットホテル進
出で早急に対策を③砂防林の
一部伐採と林の中の雑草駆除
を本気でやるべき④砂丘全体
を一大テーマパークに。
答 ①公明党との協定書に署
名。ここまで到達でき感謝
②ハイエンド層向けのエッジ
を利かせたプロモーションを
かける③景観上、適正な管理
で除伐を進めている。西側も
厚くなった松林を薄くする④
ワーキンググループで砂丘の
東側も含めて活発に議論中。
国内外にアピールできる計画
を再編成し事業展開する。

問 農家と適正価格で取引さ
れた団体や事業者を県が認証
する県版フェアトレードを検
討してはと考えているが、次
年度は県版フェアプライスプ
ロジェクトを行うということ
もあり注視している。この取
組は農家の所得確保・向上が
目的である。知事は農業所得
の確保に向け、どのような施
策を考えるのか伺う。
答 県は、令和６年度に農業
生産一千億円達成プランを見
直す。収益性の高い農業の実
現、担い手の経営基盤強化、
ブランド化、農家の所得向上
に向け支援を強化する。

問 ①子どもの権利教育の取
組は？②新たなこども計画策
定の取組は？③医療的ケア児
を受け入れる学校への看護師
の配置支援を④福祉避難所の
充実を⑤避難所での生活環境
向上と速やかな仮設住宅の設
置が可能なインスタントハウ
スの導入を。
答 ①（教育長）子どもの主
体的な議論と行動に繋がるシ
ステムの充実を図る②ウェブ
版子ども意見箱等で子どもの
意見反映に努める③（教育長）
国に補助率引き上げを要望中
④充実について真剣に考える
⑤市町村と情報共有したい。

問 ①ＮＥＸＣＯの時間や曜
日の指定がない通勤割引拡
大試行が米子道でも行われる
よう求めては②教員不足で教
育という公共サービスが危機
であり、首長や議員が責任を
持って対応すべきでは。
答 ①ＮＥＸＣＯに米子道も
対象となるよう要請する。米
子道も展開される射程に入っ
ているのではないか②危機感
は現場とも共有している。学
校の先生を育てるシステムが
重要。鳥取大学の教員養成を
正面からやることを求めるべ
きかもしれないが、議会も一
致した対応が必要。

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

選挙区  西伯郡
会　派  会派民主

こどもの権利、福祉避
難所と仮設住宅の充実

米子道の割引拡大試行
深刻な教員不足の対策

前田　伸一
議員

村上泰二朗
議員

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

語堂　正範

農家の所得確保・向上
についてどうか

選挙区  八頭郡
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

福田　俊史

銀杏　泰利

鉄道観光とまちづくり
による地域活性化策

子ども医療費が無料に
鳥取砂丘を整備上質化

議員

議員

議員

　
2
月
定
例
会
で
は
、　
22
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
紙
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を

掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
議
事
録
の
全
文
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
※�

掲
載
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鳥取県議会議事録

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

一
般
質
問
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問 ①能登のような複合災害
は不安。知事は代表質問で「島
根原発はまだ手続きが残って
いる。安全が前提」と答弁。
安全が確保されるまでは原発
再稼働への賛同はないか？②
大洪水から村を守った気高の
中原政太郎の顕彰を③鳥取駅
周辺再整備についての所感
を。またそこに市の美術館機
能が出来れば支援を望む。
答 ①慎重に安全第一義で意
見は引き続き言っていく②

（教育長）先人に学ぶ事は重
要。教材化できるか研究する
③市構想には今までにない発
想がある。応分の支援をする。

問 災害時にIoT（ドローン、
スマートグラス等）を積極的
に活用してはどうか？
答 ドローン応援隊を組織す
ると共に新年度予算で災害時
のIoT活用を推進したい。
問 災害時のペット避難の更
なる環境整備を行っては？
答 ペットとの同伴専用避難
所の開設など市町村の取組を
支援したい。
問 生きがいや工賃向上に繋
がる障がい者アートの取組を
支援してはどうか？
答 新しい風を吹かせる障が
い者アートなどの取組をぜひ
推し進めたい。

問 厚労省の調査では、児童
養護施設の子どもたちの大
学・専門学校への進学率が一
般家庭の子どもたちより低い
状況であり、教育の機会が生
まれた環境で制限されるよう
なことはあってはならないと
思うが、知事の所見を伺う。
答 鳥取県では、児童養護施
設に対して、平成20年より
アフターケア事業を行ってき
た。子どもたちの進学や就職
では、住宅の問題など、丁寧
に対策を取っていかなければ
ならない。こうした様々な事
業を今後も現場主義で展開を
していく必要がある。

問 ①防災関係機関との情報
共有について、情報共有シス
テムの活用を検討しては？②
ＱＲコードを活用して観光情
報を提供するなどの仕掛けを
支援しては？
答 ①県の情報端末を関係機
関に置いてもらい、同じ情報
を見て一緒に判断したり、情
報を入れていただいたりする
ことで、理論的にはできる
のではないかと思う②今はス
マートフォンを持って歩く世
の中なので、これを活用して
観光地を思う存分楽しめる情
報を得やすくすることは考え
ていく必要があると思う。

問①宍道断層で米子・境港の
建物被害32000棟。日本海沖
F55断層で津波死傷者260人、
鳥取・米子・境港の建物被害
46000棟、断水20万人の想
定。屋内退避可能？指針見直
しは屋内退避前提で来年3月。
中電に８月島根原発再稼働待
てと言って②精神障がい者Ｊ
Ｒ・タクシー割引の助成③４
割も軟弱地盤の淀江産廃計画
変更書を知事見たのか④智頭
町有林の予算透明性確保。
答 ①安全確認し意見言う②し
ない。交通機関に働きかける
③事務方で確認。廃棄物審議
会で議論頂く④動向を注視。

問 ①住民は今まで仮定の話
で説明されてきたが今回調査
で軟弱地盤（想定地下水含む）
が見つかったので、変更内容
を再周知し県に調整頂きたい
②薬草は無農薬で栽培するた
め無農薬推奨エリアを設定頂
きたい。私権の制約があるが、
行政に何とか取組の協力をお
願いしたい。
答 ①再周知するかどうかは
廃棄物審議会に諮った上で考
えるのが妥当②我々も対策を
国に要求していきたい。私ど
もで可能な限り薬草の生産、
販売、技術面などで協力をさ
せて頂きたい。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  米子市
会　派  無所属

島根原発、精神障がい、
淀江産廃、智頭町有林

①淀江産廃の軟弱地盤
②薬草栽培のススメ

市谷　知子
議員

山川　智帆
議員

選挙区  米子市
会　派  公明党

選挙区  八頭郡
会　派  無所属

前原　茂

前住　孝行

児童福祉施設の現状と
課題について

①災害時の情報共有
②ＱＲコード活用推進

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

尾崎　薫

河上　定弘

防災について
鳥取駅周辺再整備

①防災ＤＸ②ペット避
難③障がい者アート

議員

議員

議員

議員

一
般
質
問
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常
任
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6（※1）バカロレア…国際的な視野を持った人材の育成を目的に、国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的な教育プログラム。
（※2）スターリンク…低軌道の衛星を用いたインターネットアクセスサービス。

問 ①あいサポート運動のさ
らなる普及のために企業活
動と連動させるような誘導策
を②境港魚市場の外部電源損
傷対策は？③震災時に竹内南
岸壁を活用するため道路整備
は？④県消防学校施設・設備
の更新を急ぐべき。
答 ①企業の意見を聞き、よ
りよい形で発展するよう検討
する②緊急復旧の必要性があ
るか考える③岸壁から431号
までの臨港道路を第１次緊急
輸送道路として位置付けるよ
う至急検討する④指摘の通り
非常に重要な施設である。現
場の声を聞き進捗を図る。

問 皆伐再造林の取組、杉花
粉発生源対策、県産材活用の
促進、高性能林業機械の導入
支援、スターリンク（※2）
の導入、スマート林業の推進
について伺う。
答 皆伐再造林は各種支援を
上乗せして取り組む。エリー
トツリーを伸ばして花粉を減
らす。県産材を住宅に利用拡
大するための加算措置を行
う。高性能林業機械の導入支
援については国の予算確保に
努める。スターリンクの実用
化にレベルを上げる。スマー
ト林業については研修や育成
を行って転換を図る。

問 ①推計人口が公表された
将来どのような社会になるの
かを考える必要があると思う
が②今夏の再認定審査は重要
で厳しい審査になるが、再認
定に向けての取組は。
答 ①30年先の未来を見つめ
直す戦略づくりを11月補正
で事業化し、今年３月キック
オフの会合を持った。若者世
代の多岐、多様な意見が出て
おり新しいビジョン作りも着
手している②当然グリーンを
目指していくが、クリアしな
ければならない課題は簡単で
はない。再認定に向けて関係
府県と力を合わせていく。

問 ①46年続く桜相撲は伯桜
鵬関の輩出など本県相撲文化
の醸成に繋がっているが「す
もう県」として桜相撲の取組
を推進できないか②バカロレ
ア（※1）は中高一貫の指導
体制が高い教育効果を発揮す
ると先進校では言われている
が、本県においても中高一貫
を検討できないか。
答 ①ジュニアの育成という
観点からも桜相撲を応援して
いきたい②（教育長）中高一
貫のメリットは非常に大きい。
今後の高校の在り方の検討の
中で、バカロレアの中高一貫
についての研究を進めていく。

問 ①大山開山1300年祭で
は、西部地域が連携し、観光
振興に取り組んだ。今後も西
部地域が連携できるよう、県
に支援していただきたい②地
元にある「いいもの」を観光
資源として、発掘して磨き上
げていきたいがどうか。
答 ①西部でもＤＭＯをつく
ろうと働きかけたがまとまら
なかった。県として今後も後
押しする②新年度、とっとリ
アル・パビリオンとして登録
し、時期ごとにお客様と地域
を結びつけながら、鳥取県全
体を観光地としての磨き上げ
をしていくことを提案した。

問 ①震災後の上下水道の復
旧は必須であるが、防災体制
の強化として上下水道の耐震
化への対応は。今後の災害廃
棄物への対応は②防衛が必要
視される中、自衛隊員の不足
は災害への十分な備えになっ
ていないのでは。
答 ①耐震化は重点的・強力に
国要望を展開したい。災害廃
棄物の市町村計画の支援と共
に、県計画の見直しも考えた
い②自衛隊の責務から、募集
についてはしっかりと使命を果
たしたい（教育長）自衛隊の
大切さや重要性が伝わるキャ
リア教育をより推進したい。

選挙区  西伯郡
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

観光振興と観光資源の
活性化について

災害（地震）対策と
危機管理体制の強化

鹿島　功
議員

中島　規夫
議員

選挙区  岩美郡
会　派  自由民主党

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

広谷　直樹

鳥羽　喜一

将来人口推計について
山陰海岸ジオの再認定

桜相撲の振興とバカロ
レア中高一貫校の新設

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

安田　由毅

東田　義博

あいサポート運動の普
及・弓浜半島の防災

鳥取県の森林・林業の
取組について

議員

議員

議員

議員
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問 中学校卒業見込み者数が
令和５年5,000人から令和
21年3,500人と1,500人も減
少する。現在の県立高校の定
員をできるだけ維持しなが
ら、教育の質を確保し、財政
的にも持続可能性を高める方
法としても、県外生を積極的
に受け入れるべきと考えるが
どうか。
答 （教育長）県外から生徒
たちを呼び込むというのは同
感。各地区におけるそうした
寮の設置も含めて、住環境整
備に積極的、前向きに取組を
進めてまいりたい。

問 ①土砂災害レッド区域内
住宅建替等広報周知しては
②新体育館と東山公園一帯を
防災公園として有効活用すべ
き③難病は理解が得にくい。
フォーラムを開催し県民理解
を深めては④人材不足の本県
と人口世界一で就職難のイン
ドとの人的交流を進めては。
答 ①耐震改修・強化補助・
ＮＥ－ＳＴを組合せ助成可能。
周知したい②恐らく米子市も
防災公園に展開。県も広域防
災拠点計画で考えたい③関心
高めるため開催したい④議員
の活動の成果も活かしＩＴ人
材等の交流をめざす。

問 ①今春オープンの青谷上
寺地史跡公園の意味と意義。
史跡活用で学ぶ子ども達の要
望を聞き教育環境整備の財政
支援を願う②知事部局に犯罪
被害者総合サポートセンター
が新設。全国に先駆け県警や
犯罪・性暴力の民間支援が組
込まれる。どの様に変わり活
用されるか問う。
答 ①地下の博物館と云われ
出土品が多く考古学を変えて
行くだろう。地域一体型の公
園を考えている。教育予算も
サポートする②事件が起きた
時から寄り添う。その体制を
作らねばならない。

選挙区  米子市
会　派  会派民主

①青谷上寺地遺跡
②犯罪被害者総合支援

浜田　妙子
議員

選挙区  米子市
会　派  会派民主

西村　弥子

①レッド区域②防災公
園③難病支援④インド

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

内田　隆嗣

県立高校における県外
生徒の受入れについて

議員 議員

【自由民主党】
　鳥取県議会自由民主党

【会 派 民 主】
　会派民主

【公　明　党】
　公明党鳥取県議会議員団

会派正式名称

藤縄喜和氏（鳥取市選挙区）
が２月15日付けで議員を失職
しました。

議員の失職について

答弁者は、記載のないものは
知事（各部局長の答弁も含む）。
教育長、警察本部長は知事の
部局ではないため、別に表記
した。

答弁者説明

問 ①所有者不明農地の利活
用を促進するための制度周
知を図り、より活用しやすい
制度になるよう改善を求める
②今後、更なる農地集約化に
向けて、農地中間管理機構の
活動を県として支援してほし
い。
答 ①森林経営計画のような
使い勝手のよい仕組みに改善
を求め、政府への要請活動も
継続していく②人・農地プラ
ンの後継事業により話し合い
をやっているが、将来にわた
る集落の在り方を重点的に、
地元市町村や農業関係者と一
緒に話し合いを強化していく。

問 ①現実世界のデータを仮
想空間で再現し、シミュレー
ションを可能にするデジタル
ツイン技術をあらゆる分野に
導入を②シカ肉ブランド化に
向けて、捕獲数が若桜・智頭・
八頭より多い鳥取と岩美では
ほとんど食肉化されていない
ため施設整備を③子育て支援
員が保育資格を取得しやすく
なるよう優遇措置の検討を。
答 ①コストが課題だが、市町
村と共同のⅠＣＴ推進協議会
で可能性を協議②せっかくの
資源。関係先と相談する③実
技試験免除が可能な特区エリ
ア拡大など国に要請したい。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

福浜　隆宏

①デジタルツイン②シ
カ肉利用③保育士免許

選挙区  日野郡
会　派  自由民主党

内田　博長

中山間地域の農林業

議員 議員
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　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、勉強
会などの活動を続けています。常任委員会活動

◎２月定例会審査結果（議案）
　令和６年４月に開校する初の県立夜間中学
校「まなびの森学園」の管理運営費、県内市
町村のデジタル行財政改革を支援するための
経費などを含めた「令和６年度鳥取県一般会
計予算」のほか、鳥取市選挙区県議会議員補
欠選挙の執行経費「令和５年度一般会計補正
予算（第８号）」の専決処分、台風７号災害
からの復旧に必要な建設技術人材の確保を図
るため、60歳を超えても勤続する場合の時限
的特別措置を設けた「職員の給与に関する条
例」の改正など21議案について慎重に審査を
行い、いずれの議案も原案のとおり可決また
は承認すべきものと決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案）
　能登半島地震の教訓を踏まえた地震・津波
対策をはじめ、災害に強い道路ネットワーク
の構築、買物環境・地域交通などの課題解決
支援、ねんりんピック鳥取大会の開催経費等
を含む「令和６年度鳥取県一般会計予算」な
ど18議案について慎重に審査を行い、全て原
案のとおり可決または承認すべきものと決定
した。
◎県外調査（２/６～８：沖縄県）
　コロナ禍を経てインバウンド需要が回復す
る中、訪日外国人の地方誘客が課題となって
いることを踏まえ、２月に沖縄県を訪問し、
那覇港における官民連携による国際クルーズ
拠点形成の取組などについて、調査・意見交
換を行った。

◎２月定例会審査結果（議案、陳情）
　昨年８月の台風第７号による小鹿第一発電
所の各取水施設の被害により、県営水力発電
所の公共施設等運営権の設定時期を当初議決
から半年間延期するよう求める議案第58号
や、新年度予算など19件の議案の審議を行い、
いずれも原案どおり可決すべきものと決定し
た。また、新規提出の陳情１件を審査し、不
採択と決定した。
◎県外調査（２/６～ 8：熊本県、鹿児島県）
　熊本県では半導体産業の推進・誘致状況や
高所得層・インバウンド誘客のための飲食店
のレベル向上策等について、鹿児島県では宇
宙ビジネス推進の取組状況やフラワーパーク
の集客策、指定管理制度の運用状況等を調査
した。

地域県土警察常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案）
　令和５年度一般会計補正予算等の先議議案
３件、及び令和６年能登半島地震で木造住宅
が多数倒壊したことを踏まえた耐震化の働き
かけや耐震診断、耐震改修等に係る費用の一
部を支援する事業のほか、子どもの医療費を
無償化する事業、救急車を呼ぶか医療機関を
受診すべきか迷った際に相談できる「とっと
りおとな救急ダイヤル（#7119）」・「とっと
り子ども救急ダイヤル（#8000）」を24時間
365日実施する事業、中山間地域を支える医
師などの人材確保に向けた事業などの令和６
年度一般会計予算等16議案について慎重に審
議をした結果、いずれの議案も原案のとおり
可決すべきものと決定した。

「半導体企業TSMCの工場建設地視察（菊陽町）」「半導体企業TSMCの工場建設地視察（菊陽町）」 「国際クルーズ拠点形成の取組を視察（那覇市）」「国際クルーズ拠点形成の取組を視察（那覇市）」
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令和６年２月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

② 令和６年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会
計予算 可決

③ 令和６年度鳥取県公債管理特別会計予算 可決

④ 令和６年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 可決

⑥ 令和６年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業
特別会計予算 可決

⑦ 令和６年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計予算 可決

⑧ 令和６年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別会計
予算 可決

⑨ 令和６年度鳥取県林業・木材産業改善資金助成事
業特別会計予算 可決

⑩ 令和６年度鳥取県県営林事業特別会計予算 可決

⑪ 令和６年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
予算 可決

⑫ 令和６年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業特別
会計予算 可決

⑬ 令和６年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 可決

⑭ 令和６年度鳥取県収入証紙特別会計予算 可決

⑮ 令和６年度鳥取県県立学校農業実習特別会計予算 可決

⑯ 令和６年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 可決

⑱ 令和６年度鳥取県営電気事業会計予算 可決

⑳ 令和６年度鳥取県営埋立事業会計予算 可決

� 令和６年度鳥取県営病院事業会計予算 可決

� 令和５年度鳥取県公債管理特別会計補正予算（第
１号） 可決

� 令和５年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和５年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計補正予算（第１号） 可決

� 令和５年度鳥取県県営林事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和５年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和５年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算
（第２号） 可決

� 令和５年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和５年度鳥取県営電気事業会計補正予算（第３
号） 可決

� 令和５年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算
（第３号） 可決

� 令和５年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第４
号） 可決

� 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例 可決

� 鳥取県障害福祉サービス事業に関する条例及び鳥取県
障害者支援施設に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県居宅サービス事業及び介護予防サービス事
業に関する条例等の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県薬物の濫用の防止に関する条例等の一部を
改正する条例 可決

� 子育て王国とっとり条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県婦人保護施設に関する条例の一部を改正す
る条例 可決

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

� 鳥取県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の
一部を改正する条例 可決

� 土地収用法等に基づく鑑定人及び参考人の旅費及
び手当に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県漁港管理条例の一部を改正する条例 可決

� 財産を減額して貸し付けること（鳥取バスターミ
ナル用地）について 可決

� 財産を減額して貸し付けること（（元）境水産高等
学校情報事務科棟の建物及び周辺用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（（元）皆生温泉公園）
について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（（元）鳥取農業高
等学校実習農園）について 可決

� 損害賠償の額の決定について 可決

� 権利の放棄について 可決

� 土木その他の建設事業の施行に伴う市町村負担金
について改正する議決の一部改正について 可決

� 個人情報の保護に関する法律に基づく合議制の機関に
係る事務の委託に関する規約を定める協議について 可決

� 情報公開条例及び議会個人情報保護条例に基づく合議制の
機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議について 可決

� 情報公開条例及び議会個人情報保護条例に基づく合議制の
機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議について 可決

� 鳥取県町村総合事務組合と鳥取県の間における情報公開条例に基づく
合議制の機関に係る事務の委託に関する規約を定める協議について 可決

� 包括外部監査契約の締結について 可決

� 鳥取県税条例及び合衆国軍隊の構成員等の所有する自動車に対
する自動車税の徴収の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県児童福祉施設に関する条例及び鳥取県障害児通所支援
事業及び障害児入所施設に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県病院局企業職員定数条例の一部を改正する
条例 可決

� 専決処分の承認について 承認

� 鳥取県監査委員の選任について 同意

� 鳥取県教育委員会教育長の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

➊
鳥取県議会における情報通信技術の活用の推進に
関する条例 可決

➋ 鳥取県議会会議規則の一部を改正する規則 可決

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
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自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

内
田　
隆
嗣

浜
田　
一
哉

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

西
村　
弥
子

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

前
住　
孝
行

松
田　
　
正

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和６年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑤ 令和６年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑰ 令和６年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑲ 令和６年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 工事請負契約（国道313号（北条倉吉道路延伸）橋梁上部工事（本線橋（仮称））（補
助改良））の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 事業契約（鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎整備等事業）の締結につ
いての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 30 2 32 可決

� 事業契約（鳥取県立美術館整備運営事業）の締結及び公の施設の指定管理者の指定（鳥
取県立美術館）についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 30 2 32 可決

� 公共施設等運営権の設定（鳥取県営水力発電所）についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県行政組織条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 同意

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告（左記）に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情６年- １ いわゆる裏金問題の再発防止について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × 22 10 32 不採択

陳情６年- ２ 食糧自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 23 9 32 不採択

陳情６年- ３
能登半島地震を踏まえて「原子力災害対策指針」及び「地域防災計画・
広域住民避難計画」の見直しと、中国電力に対して島根原発２号機の「再
稼働の了解」を一旦撤回することを求める陳情

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 23 9 32 不採択

陳情６年- ４ 政党助成金の廃止を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 不採択

陳情６年- ５ 企業・団体献金の廃止を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × 22 10 32 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措置
を講じる必要がないことを理由とするもの。
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令和６年２月定例会付議案等議決結果
賛否が分かれた議案及び否決された議案

自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

内
田　
隆
嗣

浜
田　
一
哉

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

西
村　
弥
子

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

前
住　
孝
行

松
田　
　
正

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和６年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑤ 令和６年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑰ 令和６年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

⑲ 令和６年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 工事請負契約（国道313号（北条倉吉道路延伸）橋梁上部工事（本線橋（仮称））（補
助改良））の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 事業契約（鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎整備等事業）の締結につ
いての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 30 2 32 可決

� 事業契約（鳥取県立美術館整備運営事業）の締結及び公の施設の指定管理者の指定（鳥
取県立美術館）についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 30 2 32 可決

� 公共施設等運営権の設定（鳥取県営水力発電所）についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県行政組織条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 可決

� 鳥取県監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 同意

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告（左記）に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情６年- １ いわゆる裏金問題の再発防止について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × 22 10 32 不採択

陳情６年- ２ 食糧自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 23 9 32 不採択

陳情６年- ３
能登半島地震を踏まえて「原子力災害対策指針」及び「地域防災計画・
広域住民避難計画」の見直しと、中国電力に対して島根原発２号機の「再
稼働の了解」を一旦撤回することを求める陳情

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 23 9 32 不採択

陳情６年- ４ 政党助成金の廃止を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 31 1 32 不採択

陳情６年- ５ 企業・団体献金の廃止を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × 22 10 32 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措置
を講じる必要がないことを理由とするもの。

請願・陳情の詳しい結果はこちらからご覧いただけます　⇒
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　本県では、令和５年４月時点の推計人口が
54万人を割り込むなど、人口減少傾向に歯止
めが利かない状況にあります。買い物環境や生
活交通の課題、中山間地域の集落機能や子育て
環境の維持、担い手の減少に伴う農林水産業の
衰退や地域経済の成長力低下、雇用機会減退に
つながる悪循環など、人口減少社会が抱える問
題がこれまで以上に深刻化していることから、
本県の将来を左右する重要な課題として調査検
討するため本委員会が設置されました。
　令和５年度は本県の人口減少状況とその影
響、県の取組について認識を共有し委員間で意
見交換を行いました。今後は人口減を緩和させ
る少子化対策や移住促進策のほか、人口減を受
け入れつつ持続可能な地域社会の構築と県民福
祉向上について調査検討を深めていきます。

　本県議員の定数及び選挙区については、平成
23年に、それまでの定数38人から35人へ削減
されて以来、10年以上見直しが行われていま
せん。一方で、この間、県民人口は大きく減り
続けており、前回、議員定数を見直した時から
は１割以上も減少している状況です。
　このような状況を受け、また、議員定数等の
見直し検討が前議会からの申送り事項でもあっ
たことから、昨年６月に議員の定数等を調査検
討する特別委員会が設置をされました。
　現在、調査検討結果の中間報告を行うことを
目指して、16名の委員が活発な議論を行って
います。県民の理解と納得が得られる見直しを
導き出すことが、県議会に与えられた責任と受
け止め、引き続き、慎重かつ丁寧に議論を尽く
していきます。

期　日 日　　程
6月12日（水） 本　会　議（開会・提案理由説明）
13日（木） 常任委員会
14日（金） 本　会　議（代表質問）
18日（火）

本　会　議（一般質問・質疑）

19日（水）
21日（金）
24日（月）
26日（水）
27日（木）

7月1日（月） 常任委員会　特別委員会
2日（火） 特別委員会
3日（水） 本　会　議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

　２月定例会は能登半島地震をふまえ、防災について
の議論が活発に行われました。「とっとり県議会だよ
り」では、要点しか掲載できません。是非、議会傍聴、
テレビ・インターネット中継、録画ビデオをご覧いた
だき、県民皆様のご意見をいただければ幸いです。
 (広報委員Ｈ)

　本会議、常任委員会、特別委員会などの生中継と録
画中継のインターネット放送は、パソコン・スマート
フォンからもご覧いただけます。
　また、本会議はケーブルテレビでもご覧いただけます。

　　　鳥取県議会ホームページは
　　　　　　　　　　こちらから→

県議会からのお知らせ
information

み な さ ま へ

パソコン・スマートフォンでご覧いただけます６月定例会の日程案

　　　　　   特別委員会の活動報告

人口減少社会問題調査
特別委員会

議員定数等調査検討
特別委員会

とっとり県議会だより


